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１ 案件化に向けた取組

２ 海外での活動（川崎市）

３ 会員への情報提供・海外への情報発信

４ その他

2021年度活動計画



１ 案件化に向けた取組
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①ＪＩＣＡ/中小企業・SDGsビジネス支援事業～案件化調査（中小企業支援型）～の実施

 下半期以降に活動が始められるよう、プロジェクトの一部をWebや国内での活動に見直すこと
で、JICAとの契約交渉を再開する予定

 事業期間は契約から約１年間

 契約締結後、今年度は主に国内でWebを中心とした活動を、また、渡航ができるタイミングで、
現地での活動や本邦研修を実施することを想定

≪２０２１年度の予定≫

『ベトナム南部経済圏における
環境配慮型プレハブ方式ステンレス配水池導入に関する案件化調査』

配水池設置候補地の現地調査（2019年度）現地政府との協議（2019年度）

会員企業の各種スキームに対する活動のサポート



②国土交通省／下水道技術海外実証事業（WOW TO JAPANプロジェクト） ≪2019年度完了案件≫

『インドネシア バンドン市における
クラウドＧＩＳを活用した下水管路情報データベースの整備・構築』

１ 案件化に向けた取組
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 本事業の活動成果報告を、下水道研究発表会で
実施予定

≪２０２１年度の予定≫

ジャカルタでのセミナー（2019年度）

会員企業の各種スキームに対する活動のサポート

③その他

新規案件のご応募についてはぜひ事務局までご相談ください。

<下水道研究発表会>

主催 ：公益社団法人日本下水道協会

日程 ：令和３年８月 １７ 日（火）～１９日（木）

会 場 ：ATC O’s南コンベンションルーム会議室（大阪市）

https://www.jswa.jp/kenpatu/



２ 海外での活動（川崎市）
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① ラオスでのJICA技術協力プロジェクト

 今年度も引続いて、現地で長期専門家が活動

 短期専門家については、今後も順次要請が来る予定
であるが、隔離措置が取られている当面の間の派遣
は見送り

≪２０２１年度の予定≫

水道事業運営管理能力向上プロジェクト（MaWaSU2）

長期専門家（前任）によるOJT

ラオスでのカンファレンス（2019年度）

長期専門家現地活動

スケジュール

2021.4 2022.3

首都のロックダウンによりプロジェクト活動への制限
あり。市中感染の収束（ロックダウンの終了）後に、
対面での活動を再開予定。



２ 海外での活動（川崎市）
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② インドネシア・マカッサル市でのＪＩＣＡ草の根技術協力事業（地域活性化特別枠）

 プロジェクトの一部をWebでの活動に見直し、
JICAとの契約交渉を再開する

 JICAとの契約締結後は概ね3か月を目途に
キックオフセミナーなどの活動をWebで開始する

 ３年間で１０回程度の職員派遣(各4名程度) 及び、５回
程度の本邦研修(水道公社職員を対象）の実施を計画

≪２０２１年度の予定≫

地下漏水対策実行能力向上プロジェクト- 水資源の有効利用に向けて -

Smart City Conference with JASCA in Makassar
においてマカッサル市長との面談
（2019年度）

マカッサル市政府との協議
（2019年度・JICA調査団として）

契約検討

契約交渉

事業実施

スケジュール

2021.7 2021.102021.4 2022.3

<契約>



２ 海外での活動（川崎市）
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③ インドネシア・バンドン市でのＪＩＣＡ草の根技術協力事業（地域活性化特別枠）

 プロジェクトの一部をWebでの活動に見直し、
ミニッツ（MoM）への署名・契約に結び付ける

 JICAとの契約締結後は概ね3か月を目途に
キックオフセミナーなどの活動をWebで開始する

 ３年間で１０回程度の職員派遣(各4名程度) 及び、５回
程度の本邦研修(市政府及び水道公社職員を対象）の
実施を計画

≪２０２１年度の予定≫

バンドン市における水環境改善のための人材育成プロジェクト

現地住民へのヒアリング（2019年度）

PDAM職員との現地調査（2019年度）

スケジュール

MoM署名・契約検討

契約交渉

事業実施

2021.11 2022.22021.4 2022.3

<契約>



３ 会員への情報提供・海外への情報発信
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① 会員間等のネットワーク強化に向けた機会の創出

 海外水ビジネスの契機となるセミナーや会員間等のネットワーク強化に向けた取組を実施

～今後の予定～

・コロナ禍の情勢を見極め、セミナー等が開催できるよう検討のうえで実施予定

② メール配信等による情報の提供

③ 第１４回 川崎国際環境技術展での情報発信

④ 海外からの研修生・視察者の受入機会を通じた情報発信

 メール配信やかわビズネット会員専用ホームページ等により、情報を随時提供

 会員からの情報提供も募集しています(事務局より全会員へメール配信)。ぜひご連絡ください。

 今年度も、引き続きブースを出展し、海外や日本の企業・市民などに活動をPR

 海外からの研修生・視察者の受入を通じて、かわビズネットの活動をPR

～今後の予定～

・2021年7月2日現在、上下水道局施設は受入を中止（広報施設は事前予約制で実施）してい
るが、再開後は情勢を見極め順次実施予定

≪２０２１年度の予定≫



３ 会員への情報提供・海外への情報発信
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⑤ 広報施設内「かわビズネットコーナー」での情報発信

 長沢浄水場広報施設「水とかがやく未来館」、入江崎水処理センター広報施設「ワクワクアクア」内

における「かわビズネットコーナー」でPRを実施

 「水とかがやく未来館」：大型モニター（コンテンツ・PV）や企業展示による「かわビズネット」紹介、

企業展示は４社（アズビル金門㈱、ＪＦＥエンジニアリング㈱、東芝インフラシステムズ㈱、フジテコム

（株））

 「ワクワクアクア」 ：大型モニター（コンテンツ・PV） 、会員紹介グラフィックパネル、海外視察者から

の贈答品、企業展示４社（㈱インフォマティクス、ＪＦＥエンジニアリング㈱、東芝インフラシステムズ

㈱、 （株）日本海水）

水とかがやく未来館 ワクワクアクア

～現況と今後の予定～

・展示品の入替(例年6月)はコロナの影響
により2020年度、2021年度ともに見送っ
ております。

・情勢を見極めながら、再開後については、
海外からの視察者等の受入の際に、かわ
ビズネットコーナーでのPRを実施します。

≪２０２１年度の予定≫



おわりに

9

2021年度のかわさき水ビジネスネットワークの活動について

昨年度は、新型コロナウイルスの影響により、様々な活動が一時中断となってしまいましたが、

今年度は、Webを活用した活動から始め、渡航など対面による活動についても、社会情勢を

踏まえたうえで順次再開する予定です。

今後とも、かわビズネットは会員の皆様とともに、世界の水環境改善に向け、協力団体やオブ

ザーバーの皆様のお力添えのもと、水ビジネスの実現に向けて取り組んでまいります。


